
写真年賀状コンテスト2013 作品募集

年賀状は「送るギャラリー」
賞金・賞品総額30万円相当

会員71,607名の皆さんの力で社会貢献しています。
フォトカルチャー倶楽部。

(2012年10月31日現在)

365日フォトコンテスト2012秋冬
スマホコース新設
スマホ作品大募集

フォトブック甲子園

写真と編集で 1冊まるごと勝負する

G サミット グランプリ作品募集！

今年もやります！Gサミット2013

今年の冬は 朝の光を撮る
ブルーアワー。刻一刻と変わる光 変わる自然

NPO法人 フォトカルチャー倶楽部 [コミュニティ情報誌]
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みんなで新しい写真体験を
フォトカルチャー倶楽部（PCC）は会員の皆様のご支援で、さまざまな社会貢献・文化貢献・環境保護貢献をしています

美しい地球を写そう。美しい地球を守ろう。写真で人の絆を深めて、すべての生き物と共生しよう

北海道を旅行中に、出会ったキタキツネです。撮影した
場所は、建物など人工物もあるところでしたが、偶然ひ
ょっこりあらわれたキタキツネを逃すまいと素早くフレ
ーミングし、人工物が写らないように調整しました。朝
日の温かい斜光が、毛並や雪の形を浮かび上がらせ、厳
しい冬のなかに、温もりが感じられる作品になりました。

ソニーα350、F4.5、1/400秒、北海道、2.21(8:18)
「カメラのキタムラ フォトコンテスト2010秋冬」より

上の写真：「感動を映す」
前田和孝さん(広島県)

愛媛県の白猪の滝の氷瀑を撮影しました。場所は凍結し
た山道を30分ほどかけて登ったところ。凍った道は車
で登ることができないため、靴にスパイクをつけ自力で
登りました。一本一本が人の大きさほどもあるつららに
圧倒されながら、大氷瀑の大きさを伝えるため、偶然フ
レームインしてきた人物を逃さずとらえました。

キヤノンEOS 5D MarkII、EF24-105mm、F13、AE、
愛媛県東温市、2011.1.30、三脚使用

「カメラのキタムラ フォトコンテスト2010秋冬」より

表紙：「北の国から」
松井文郎さん(三重県)

会員の皆さんの写真で表紙を飾ろう!
作品投稿お待ちしています。

今回新しくリニューアルした PCC の
フォトライフ四季ページもチェック！
http://www.npopcc.jp/aaa/shiki/

（応募は→P48）

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、撮影地、撮影日、その他



キヤノン EOS-1D Mark Ⅳ、200mm、F9、1/2000秒、ISO100、富山県

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、ISO感度、撮影地3

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

水谷章人『極限の形象』より

65年東京総合写真専門学校を卒業。70年に富士フォトサロン
で個展「限界に挑むスキー」を開き、これをきっかけにさまざ
まなスポーツの一瞬をクローズアップして表現する作品を多数
発表。93年に日本スポーツプレス協会会長に就任。01年から
はJCIIスポーツ写真プロ育成セミナー「水谷塾」を主宰。主な
受賞歴に講談社出版文化賞(81年)、日本写真協会作家賞(07
年)など。

富山県　立山連峰
写真：水谷章人

場所は立山連峰の約2500m地点。プロのスキーヤーを連れ
ていき、自分は向かい側の山から撮影する。リフトも何もな
い山肌のため、１本撮影するのに約１時間。その間にも太陽
の位置は変化するため、撮り逃しは許されない。撮るのも滑
るのも一本一本が真剣勝負だ。クラストと呼ばれる固くなっ
た雪原に、スキーの轍が美しい流線型で描かれていく。

「雪原の流線」

太陽の光を撮るには、露出補正とISO感度の設定がカギ。詳しくは→P20 2



『写真を撮るならココがベストスポット 美しい日本の風景1000』（日経ナショナル ジオグラフィック社/税込1,995円）絶賛発売中5

『NATIONAL
GEOGRAPHIC』より

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

米国ワイオミング州、ブリッジャー
＝ティートン国有林を流れるスネ
ーク川の源流。2009年に流域の
約624kmが保護区域に指定され
た。ティートン山脈の背景には、
神々しいばかりの朝陽がきらめ
く。（「ナショナル ジオグラフィック
日本版」2012年11月号より）
http://www.nationalgeographic
.jp/

©2012 Michael Melford/
National Geographic

『続 いつかは行きたい 一生に一度だけの旅 BEST500』（日経ナショナル ジオグラフィック社/税込7,770円）絶賛発売中。詳しくは→P44 4



みんなでつくる『フォトライフ四季』
編集部が選んだ今月の2枚

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

「カメラのキタムラ フォトコンテスト」は「365日フォトコンテスト」にリニューアル。2012秋冬からはスマホコースも新設。詳しくは→P39

「癒しのひと時」 岡本栄治さん(北海道)

「カメラのキタムラ フォトコンテスト2010秋冬」より

誰かがつくったかわいらしい雪だるまに惹かれ、思わずシャッターを押
しました。背景の木立の影や雪がキラキラ光る角度などを意識し、自然
体で撮影しました。

ニコンD300、18-200mm、F7.1、1/400秒、北海道亀田郡、2011.2.15

7

応募総数が約10万点を超える「365日フォトコンテスト」は、全国
最大規模のフォトコンテスト。プロの写真家や専門家が全応募作品
を審査しています。コンテストの上位入賞作品は、本誌や『フォトコ
ンライフ』(双葉社)で随時掲載します。詳しくは→P39

日本一のフォトコンテストは
365日チャンスがあります

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、撮影地、撮影日

岡本栄治さん(北海道)

「青天飛翔」川上康徳さん(北海道)

「カメラのキタムラ フォトコンテスト2010秋冬」より

鶴の集まる有名な場所で、他の撮影者がいない穴場スポットを
発見しました。真っ青な空と雪原の構図を意識して三脚を構
え、きれいな形の群れで飛んできた鶴をしっかりとらえました。

ニコンD700、17-35mmF2.8、F6.3、1/250秒、北海道鶴居村、
2011.1.10

6
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365日フォトコンテスト
2012春夏

小柳津 友次さん（静岡県静岡市）撮影地：静岡県
ソニーα230、タムロン28-300mm、F8、AE

堀内 勇さん（和歌山県橋本市）撮影地：和歌山県
キヤノンEOS 5D MarK Ⅱ、EF17-40mm F4L USM、F10、bulb

「舞い」「森の妖精」

横山裕明さん（広島県尾道市）撮影地：広島県
ソニーα700、75-300mm、F8

「進水の日」

感じていることを映像としてどう表現してくかという視点に立つ

自分らしさが出ていること。銀塩プリントでレベルアップ

ドラマを感じさせてくれる作品、ずっと見ていても飽きない作品

宮沢千春さん（長野県千曲市）撮影地：長野県
ニコンD300、10-24mm、F8、AE

「ひととき」

佐々木 健二さん（兵庫県西宮市）撮影地：大阪府
ミノルタα9、タムロン28-300mm、F5.6、AE

「幻想」
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特選

人部門

特選

風景部門

銀塩プリントとは、 写真屋さんでプリントする写真プリントのこと。PCC会員は10％割引も→P43
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2013 春夏

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード

／1511 ／153～／157 ～／1511／157／ ～153

365日フォトコンテスト2012 春夏

何気ない日々の写真からでも応募できる365日フォトコンテスト。
29,284点もの応募のなかから選ばれた上位作品は、熱意の表れと

様々なドラマを感じさせてくれるものばかりでした。
もっとたくさんの入賞作品を大きいサイズで見たい方は、『フォトコンライフ』(双葉社)で。

『フォトコンライフ』が特典でもらえるのは、PCCプレミアム会員(→P43)

自分らしさと
日々感じることを表現

2013 春夏365日フォトコンテスト　　　
作品募集

2012 秋冬

新たにスマホコースも！シャッターチャンス
も応募のチャンスも365日!! 365日を通して、
応募総数約10万点となる全国最大規模の写
真コンテストです。全国約1000店舗のカメラ
のキタムラ店頭で受付しています。

[応募期間]
2013年3月15日(金) まで
[応募方法]
カメラのキタムラ店頭で受付
[プリントサイズ]
腕自慢コース：6切・W6切・A4・4切・W4切
腕だめし・スマホコース：はがきサイズ・
2L・6切・W6切・A4
[お問合せ先]
カメラのキタムラ お客さまなんでも相談室
TEL.050-3116-8888
詳しくは（→P39）

腕自慢コース

目の前の風景をどうつかみ、表現していくか

私が審査するこの風景部門だけで5,000点以上もの応募
があり大変驚きました。これは応募者の皆さんの熱意の
あらわれですね。写真の表現の可能性の広がりを実感し
ました。ごく身近なところにある目の前の風景を、どう
つかみ、どう表現していくかが大切です。それは日ごろ
自分の思っていること、感じていることを映像としてど
う表現していくかということにもつながります。そうい
う視点に立った作品をたくさん見ることができました。

審査員：竹内敏信氏　
写真家、風景写真の第一人者として最も人気が高く、ア
マチュアの指導にも力を入れている。日本写真芸術専門
学校 校長、NPO法人 フォトカルチャー倶楽部顧問

自分らしさというものをアピールする

今回の応募作品はバリエーションが豊富で非常に楽しく
拝見しました。鉄道写真が増えたのも特徴です。どんな
テーマであっても、自分らしさというものをアピールし
ていきましょう。そのなかで入賞したのは、自分らしさ
が出ている作品、気持ちのこもったドラマが感じられる
作品です。ただ残念なことに、応募のなかにはプリント
がきちんとできていないものがあります。レベルアップ
のためにも、ぜひ銀塩プリントを体験してほしいです。

審査員：丹地敏明氏　
写真家、公益社団法人日本写真家協会(JPS）会員、
NPO法人 フォトカルチャー倶楽部顧問、フォトパラダ
イスアカデミー講師

モノクロならではの表現を期待

偶然の出会いや、日常のひとコマなど、それぞれのシチ
ュエーションのさまざまなドラマを感じさせてくれる作品
がたくさん集まり、ずっと見ていても飽きない作品が選
ばれました。日本のみならず、海外で苦労して撮られて
いる作品もあれば、身近に恵まれた被写体を持っている
作品もありました。今はデジタルカメラで撮影したもの
をモノクロに表現することがとても簡単になったので、今
後はモノクロ作品にも期待します。

審査員：織作峰子氏　
写真家、1981年度ミスユニバース日本代表。1985、1986年
全国二科展入選。国内外で写真展を多数開催する傍ら、テ
レビや講演に幅広く活躍中。大阪芸術大学写真学科教授

風景部門

グランプリ　「噴火」

下川武治さん（福岡県筑後市）
撮影地：鹿児島県　
キヤノンEOS 50D、35-350（200倍）、bulb、1/30秒

グランプリ　「書」

市川清一さん（青森県八戸市）
撮影地：青森県　
キヤノンEOS 50D、EF-S18-200mm、F7.1、1/80秒

自由部門

グランプリ　「兄弟」

小野寺智之さん（岩手県一関市）
撮影地：岩手県　
コンタックスG2、ビオゴン28mm、F11

人部門

気持ちのこもったドラマが感じられるものを
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365日フォトコンテスト
2012春夏

ニコンD50

日常生活のワンシーンを上手くとらえる
審査員：沼田早苗氏
1978年にフリーランスとなる。「財界」「ヨミウリ
ウィークリー」の表紙撮影、商業写真、取材撮影な
どを手がける

こどもは生活のなかで素直に感情を表現するので被
写体としてすごく面白いです。日常生活のワンシー
ンを実に上手くとらえた作品からは、今にもこども
たちの声が聞こえてくるようでした。常にそばにい
る家族だからこそ撮れる作品でしょう。見る側を飽
きさせず、1枚1枚の作品にドラマがありました。

表情や感情を伝え、画角を整理
審査員：増田勝正氏
1945年東京都出身。犬、猫、ペット専門の動物カ
メラマンとして30年以上従事。犬、猫のスタンダ
ード、歴史、使役犬、生態、行動等造詣が深い

動物の表情や感情がよく伝わってくる作品、画面がう
まく整理され、何を撮ろうとしているのかがより伝わ
ってくる作品が上位に入りました。しかし今回も、仕
上りのプリントの色が残念な作品が多く見受けられま
した。苦労して撮影した作品です。プリントまでが作
品づくりだということを忘れないでください。

作品から伝わってくる着眼点の面白さ
審査員：川合麻紀氏
彩り写真家。雑貨、子供、ペットフォトなどオール
マイティ。TV出演、写真教室などわかりやすい写
真指導でも人気。（社）日本写真家協会会員

数年前と比べ、レベルが上がっていて着眼点の面白
さ、その作品から伝わってくるものを考慮して選び
ました。仕上りのプリントに難があり、入賞できな
かった方もいました。自分でプリントをしている方
は、自分のクオリティの高さを確認するためにも、
お店でプリントがおすすめです。
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「
駆
（
か
）
る
」

川
上
和
人
さ
ん

（
広
島
県
福
山
市
）

「
寝
る
子
は
育
つ
」

梶
山 

太
一
郎
さ
ん

（
静
岡
県
浜
松
市
）

「
ド
ロ
ン
コ
遊
び
」

武
内
勇
雄
さ
ん

（
愛
媛
県
西
予
市
）

「
私
だ
っ
て
」

森
本
忠
男
さ
ん

（
島
根
県
松
江
市
）

準特選準特選

自由部門

グランプリ　
「夜空を望む」

キヤノンEOS 5D MarkⅡ、Carl Zeiss Distagon T＊2.8/21、F2.8、30秒

湯浅光則さん（兵庫県尼崎市）
撮影地：兵庫県

グランプリ　
「仲良し」

キヤノンEOS 5D MarkⅡ、28-200mm F3.5-5.6、F5.6、1/60秒

長谷川 綾さん（福岡県田川市）
撮影地：福岡県

ペット部門 こども＆赤ちゃん部門

永井 薫さん
（兵庫県西宮市）
撮影地：兵庫県

グランプリ　
「まかせてね」

家族やペットをスマホで撮ったら、すぐ応募→P39

常にそばにいる家族だからこそ、伝わってくるもの

10

腕だめしコース

特選

北村紘右さん（埼玉県入間郡）
撮影地：山梨県
オリンパスE-PL1、M.ZUIKO DIGITAL ED
14-42mm F3.5-5.6、F5.6、5秒

「一匹狼」
田島邦洋さん（福岡県福岡市）
撮影地：熊本県
ニコンD7000、タムロンSP AF60
mm F/2 DiⅡ、F14、30秒

「未知」

特選重
田
昇
平
さ
ん
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

撮
影
地
：
沖
縄
県

キ
ヤ
ノ
ン
E
O
S 

60
D
、
S
I
G
M
A
 10

㎜ 

E
X
 D
C
 F
I
S
H
E
Y
E
 

H
S
M
、
F
13
、1
/
2
5
0
秒

「
爽
快
」

横
山
裕
基
さ
ん
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

撮
影
地
：
静
岡
県

オ
リ
ン
パ
ス
E-

5
、
8
㎜ 

F
3.
5 

F
I
S

H
E
Y
E
、
F

11
、
1
/
2
5
0
秒

「
屋
根
の
上
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
見
え
る
？
」

佐
々
木 

祐
子
さ
ん

（
島
根
県
江
津
市
）

「
日
本
の
一
景
」

三
井 

武
さ
ん

（
三
重
県
四
日
市
市
）

準特選
「
帰
り
道
」

佐
藤
勝
彦
さ
ん

（
新
潟
県
新
潟
市
）

準特選

「
照
れ
ま
す
ね
ぇ
～
」

藤
川
洋
子
さ
ん

（
三
重
県
多
気
郡
）

「
妙
技
」

山
崎
明
教
さ
ん

（
三
重
県
鈴
鹿
市
）

「
椿
の
香
り
」

澤
井
準
治
さ
ん

（
静
岡
県
菊
川
市
）

審査員：海野和男氏
自然写真家、長野県小諸市にアトリエを構える。テレビでも活躍。日本自然科
学写真協会会長、日本昆虫協会理事、日本写真家協会会員

審査をしていると、小さなサイズはどうしても見劣りしてしまいます。いい作品
はプリントサイズに左右されませんが、自信のある作品は大きなサイズで応募
を。鳥を撮っている人は、画面をトリミングし過ぎて画質を悪くしがちです。デ
ジタル一眼であれば平均で1千600万画素とすると、カメラのスペックにもよりま
すが、トリミングは画素数の半分くらいまでにとどめましょう。

グランプリ　
「とびます」

ソニーα700、MINOLTA High speed AF APO TELE 600mm、F10、1/200秒

保田和昭さん（神奈川県南足柄市）撮影地：神奈川県

グランプリ　
「カメラ列車」

キヤノンEOS 40D、EF-S17-55mm､ F5.6､ 1/80秒

伊藤直裕さん（静岡県榛原郡）撮影地：静岡県

自信のある作品は大きなサイズでプリント出会った瞬間をエピソード的に面白く撮る
審査員：杉本恭子氏
竹内敏信氏に師事し、2003年フリーに。社団法人日本写真家協会会員、日本
写真協会会員、日本写真療法家協会理事、キヤノンＥＯＳ学園講師、フォック
スファイヤーフィールドスタッフ、中央工学校新風景写真塾講師

昨年とはがらりと違い、まるで別の旅をした気分になりました。今回は人間を
主体にした作品、人物・ペットが風景に溶け込んでいる作品が多く、出会った
瞬間をエピソード的におもしろく撮ったものが上位に。旅に出かけたからこ
そ、いつもとは違う感性で作品を撮ることができるのではないでしょうか。

自然部門旅部門

「
寝
る
子
は
育
つ
」

梶
山 

太
一
郎
さ
ん

（
静
岡
県
浜
松
市
）

「
ド
ロ
ン
コ
遊
び
」

武
内
勇
雄
さ
ん

（
愛
媛
県
西
予
市
）

「
私
だ
っ
て
」

森
本
忠
男
さ
ん

（
島
根
県
松
江
市
）

旅に出たからこそ、違う感性で撮れる

プリントのサイズ、迷ったら大きなサイズで。腕だめしコースならA４(210×297mm)がおすすめ



緻密につくり込んだ一枚を撮る
PCC会員からたくさん寄せられる写真は、どれもが個性に溢れている。

プロとは一味違う技が光る作品をピックアップする、「PCCのいぶし銀」。
今回、フォトインストラクター・樋口徹さんに話をうかがい、

写真を撮りはじめたきっかけや、その撮影術を教えてもらった。

樋口 徹さん「首都の夜明け」　ニコンD300、900mm、F11、1/125秒、ISO200、東京都日野市、2012.4.10 (5:20)

PCCのいぶし銀

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
稀
有

な
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
で
あ
る
。

「
カ
メ
ラ
に
は
じ
め
て
触
れ
た
の
は
、

写
真
を
撮
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

で
は
な
か
っ
た
。
分
解
し
て
そ
の
構

造
を
知
り
た
く
な
っ
た
か
ら
だ
」
と

樋
口
さ
ん
は
語
る
。

本
格
的
に
撮
影
を
は
じ
め
た
の
は
、

樋口 徹さん「赤富士」　ニコンD300、DX270mm、F16、
1/8秒、-2EV、ISO200、東京都日野市、2009.1.15(6:53)

５
年
前
。
き
っ
か
け
は
新
し
く
購
入

し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
手
に
、
近

所
の
公
園
へ
試
し
撮
り
に
出
か
け
た

時
だ
っ
た
と
い
う
。

偶
然
、
池
の
な
か
で
列
を
な
し
て

い
る
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
に
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
っ
て
い
た
最さ
な
か中
。
突
然
水
面

が
撥
ね
上
が
っ
た
。
何
が
あ
っ
た
の

か
判
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
カ
ル

ガ
モ
の
親
子
に
か
わ
っ
た
様
子
は
な

か
っ
た
。
自
宅
に
戻
り
、
画
像
を
見

直
し
て
驚
く
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
子

ガ
モ
を
襲
う
瞬
間
を
と
ら
え
て
い
た

の
だ
。

組
写
真
に
し
て
新
聞
社
に
送
っ
た

と
こ
ろ
、
２
日
後
の
紙
面
を
飾
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
写
真
の
お

も
し
ろ
さ
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

「
元
来
新
し
モ
ノ
好
き
で
メ
カ
好
き
。

写
真
は
、
自
分
の
欲
求
を
満
た
し
て

く
れ
る
最
高
の
楽
し
み
で
す
」
と
自

身
を
ふ
り
返
る
。

そ
の
後
、
樋
口
さ
ん
の
写
真
熱
は
、

一
気
に
加
速
、
3
年
で
フ
ォ
ト
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
す
る
。

「
納
得
す
る
ま
で
や
ら
な
い
と
気
が

済
ま
な
い
凝
り
性
な
ん
で
す
よ（
笑
）」

樋
口
さ
ん
の
写
真
に
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
は
な
い
。
撮
影
準
備
は
、

ま
ず
地
図
に
線
を
引
く
こ
と
か
ら
は

じ
ま
る
。
ど
こ
か
ら
自
分
の
ね
ら
う

被
写
体
が
見
え
る
か
、
方
向
を
確
か

め
る
た
め
だ
。
天
気
は
も
ち
ろ
ん
、

風
の
向
き
と
強
さ
、
地
形
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
状
況
を
入
念
に
下
調
べ
す
る
。

東
京
湾
か
ら
望
む
富
士
山
の
撮
影

で
は
、
船
を
点
景
と
し
て
写
し
込
む

た
め
、
何
時
に
ど
の
あ
た
り
を
通
る

か
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま
で
調

べ
る
と
い
う
か
ら
、
頭
が
下
が
る
。

基
本
的
に
撮
影
の
テ
リ
ト
リ
ー
は
、

電
動
自
転
車
で
自
宅
と
撮
影
場
所
を

往
復
で
き
る
50
キ
ロ
圏
内
。
そ
の
範

囲
を
、
作
品
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

望
遠
レ
ン
ズ
を
収
め
た
バ
ッ
グ
を
背

負
っ
て
縦
横
無
尽
に
移
動
す
る
。

こ
こ
ま
で
読
ん
で
、
気
付
か
れ
た

方
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
、
樋
口
さ

ん
は
遠
景
撮
影
を
作
品
の
主
な
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
最
近
継
続
的
に
レ
ン
ズ
を
向

け
て
い
る
の
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
。
3
年
前
、
高
尾
山
の
山
腹
か
ら
、

ク
レ
ー
ン
を
頭
に
乗
せ
た
、
近
い
将

来
世
界
一
の
電
波
塔
に
な
る
建
物
を

発
見
し
て
以
来
、
追
い
続
け
て
い
る
。

「
今
は
逆
に
高
い
場
所
か
ら
パ
ノ
ラ

マ
撮
影
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

今
後
の
作
品
か
ら
、
目
を
離
せ
な

い
一
人
で
あ
る
。

今月の
いぶし銀

「新しモノ好きでメカ好き。写真は、自分の
  欲求を満たしてくれる最高の楽しみです」

樋口 徹さん

PCCフォトインストラクターの活動紹介は→P37 12
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萩原俊哉さん撮影　ニコンD300S、65mm、F8、1/50秒、-1EV、ISO200

萩原俊哉（はぎはら・としや）
山梨県甲府市生まれ。広告代理店に入社、カタログ製
作やイベント企画に携わる。退社後、フリーランスカ
メラマンに転向。現在、自然風景を中心に撮影し、写
真雑誌などで執筆活動中。日本自然科学写真協会

（SSP）会員。

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、露出補正、ISO感度

そ
の
空
気
感
が
魅
力
で
す
。
基
本
的

に
は
斜
光
に
な
る
の
で
、
光
と
影
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
立
体
感
を
ど
う
表

現
で
き
る
か
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
刻
一
刻
と
か
わ
っ
て
い
く
光

を
ど
ん
な
方
法
で
つ
か
ま
え
る
か
。

僕
は
状
況
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ル
タ
ー

を
使
い
分
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
望
遠
で
ね
ら
う
場
合
は
、
ブ

レ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
三
脚

も
ス
ト
ー
ン
バ
ッ
グ
に
機
材
な
ど
を

入
れ
て
し
っ
か
り
と
固
定
し
、
リ
モ

ー
ト
レ
リ
ー
ズ
を
使
用
す
る
な
ど
の

工
夫
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

萩
原
さ
ん
の
撮
影
話
は
、
思
わ
ず

う
な
ず
く
内
容
ば
か
り
。
話
を
う
か

が
う
う
ち
に
、
翌
朝
す
ぐ
に
で
も
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
、
外
へ
出
か
け
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。

「風景写真の撮影は、よいポイントを探し出すために、
どうしても歩くことが多くなります。ですから、荷物は
必要なものだけをコンパクトにまとめる工夫をしたいも
のです。特に初心者の方は、あれもこれも必要、とつ
い重装備になりがち。現場に着き、いざ撮影というとき
に、歩き疲れて撮影意欲が削がれてしまった、なんて
事態は避けなければなりません。自分がどんな写真を
撮りたいのかを事前によく練って、持っていく機材を選
んでください。三脚はアイデア次第で安定させることも
できますから、重量を考えると、体力に自信がない人
は軽くて丈夫なものでもいいかもしれませんね」

プロの金言

荷物は
必要なものだけを
コンパクトにまとめる

官製はがきに①氏名②住所③電話番号④PCC会員番号⑤今回の『フォト
ライフ四季』でおもしろかったページ⑥『フォトライフ四季』、PCCでや
ってほしいこと⑦主に使用しているカメラ(デジタル一眼レフ、ミラーレ
スなど)を記入の上ご応募ください。PCCへの入会は→P42

PCC 会員限定　1 名様にプレゼント！
萩原俊哉さん使用の三脚　ハクバ HG-504MX

〒160-0004 東京都新宿区四谷4-28-20-205
NPO法人 フォトカルチャー倶楽部

「ハクバ三脚プレゼント」係　
応募期限：2012年12月31日(月) ※当日消印有効 
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募先

14

「
風
景
写
真
家
は
体
力
が
勝
負
で
す
」

笑
い
な
が
ら
、
そ
う
話
す
萩
原
さ

ん
。
こ
の
日
も
東
北
地
方
を
4
日
間

撮
影
し
て
ま
わ
っ
た
そ
の
足
で
、
編

集
部
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。
背
中

に
は
10
㎏
を
超
え
る
撮
影
機
材
が
詰

ま
っ
た
大
き
な
バ
ッ
グ
。

「
風
景
写
真
は
、
自
分
独
自
の
視
点

を
い
か
に
表
現
で
き
る
か
、
だ
と
思

い
ま
す
。
レ
ン
ズ
が
ず
ら
り
と
並
ぶ

人
気
の
あ
る
風
景
は
、
誰
で
も
そ
れ

な
り
に
撮
れ
ま
す
。
そ
ん
な
場
所
で

も
自
分
の
足
で
歩
き
回
り
、
こ
こ
だ
、

と
思
う
場
所
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
」

そ
の
言
葉
に
、
重
い
バ
ッ
グ
を
背

負
い
、
納
得
で
き
る
撮
影
場
所
を
求

め
て
歩
き
続
け
る
、
萩
原
さ
ん
の
姿

が
垣
間
見
え
る
よ
う
で
し
た
。

今
回
萩
原
さ
ん
に
特
に
お
聞
き
し

た
か
っ
た
の
が
、
朝
の
風
景
を
上
手

に
撮
る
コ
ツ
。
特
に
冬
は
空
気
が
透

明
度
を
増
し
、
撮
影
意
欲
も
よ
り
そ

そ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

「
朝
の
光
は
何
よ
り
も
凛
と
し
た
、

凛
と
し
た
朝
特
有
の

光
を
つ
か
ま
え
る

V
o
l.

7

　萩
原
俊
哉
さ
ん

撮影機材＆持ち物リスト
【カメラボディ】
ニコンD800E

【交換レンズ】
AF-S ニッコール 14-24ｍｍ F/2.8G ED、AF-S ニッコール 24-120
ｍｍ F/4G ED VR、AF-S ニッコール 70-200ｍｍ F/2.8G ED VR II

【その他】
三脚2台、各種フィルター、ステップアップリング、リモートコン
トローラー、ストーンバッグ、ロケーションシュー3個、SDメモリ
ーカード、ブロアー、スモールライト2個、GPS、スマートフォン

朝の光をつかまえる、萩原俊哉さん

の 必携アイテム

自
分
だ
け
の
視
点
を

歩
き
回
っ
て
見
つ
け
出
す

朝
の
凛
と
し
た
空
気
感
を

い
か
に
表
現
す
る
か

思
い
出
を

つ
く
る

道
具
た
ち

思い出シリーズ 1

普段は重めの三脚を使うという萩原さん。
しかし三脚をはじめて使う方や、シニアの方
は軽めの三脚でもいいと言います。ハクバ
の三脚HG-504MXは軽量かつコンパクト。
初心者には使い勝手のいい三脚です。撮影
時に三脚が不安定なときには、付属のスト
ーンバックに付近の石や機材などの重りを
いれて安定させることもできます。

ハクバ三脚 HG-504MX

フォトライフ四季の旬情報発信所ページにも、さまざまな最新情報が満載なので要チェック。詳しくは→P45

縦置き型バッグ
カメラの出し入れ口が上部についているバック。横に
寝かせずに出し入れできるので、背負う部分が汚れ
る心配がありません。バッグの内部は、カメラに装着
しているレンズを問わずカメラをすぐ取り出せるよう
に、工夫してスペースがつくられています。バッグの
下部分は食料や地面に直接荷物を置かないようにす
るシートなどが入るように少し余裕を持たせるとのこ
と。いろんな状況に対応するために、雨具や多目的ナ
イフのようなアイテムをしまうポケットも多くついて
います。

ペンライト＆グリップ付ミニライト
陽がまだ昇る前の暗い場所で機材や道具の確
認をするときなどに、とても便利なのがペンラ
イト。クリップの付いたミニライトは、帽子の
ひさしに付ければ両手が自由になるので、スム
ーズに撮影準備の作業をすることができます。

常
に
自
然
の
な
か
に
身
を
置
い
て
、

カ
メ
ラ
を
構
え
て
き
た
写
真
家
・
萩
原
俊
哉
さ
ん
。

今
回
は
朝
の
光
に
映
え
る
風
景
の
撮
り
方
に
つ
い
て
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
撮
影
術
を
聞
き
ま
し
た
。

雪上での撮影のとき、三脚の脚が雪のなかに
沈みこまないように、「かんじき」の役目をす
る道具。撮影時は常に持ち歩いているそうで
す。三脚の安定性をより高めることができま
す。

ロケーションシュー



このページに掲載している作品は、カメラのキタムラ主催のフォトコンテストの入賞作品です

詳しいつくり方は
フォト本

３STEP でできる フォト本のつくり方 ※フォト本のサービス内容は、2012年11月1日現在のものです

基本設定STEP.1

ページ数、フォント(書体)などをき
める。

写真を選ぶSTEP.2

写真を選んで、アップロード＆並べ
かえ。

編集するSTEP.3

タイトルを入力して完成！
プレビューを確認して注文へ。

何気ない一枚も大切な思い出 「いつまでも少年少女」水野恵輔さん みんなが主役の卒業アルバムがつくれます

みんなで共有できる「フォト本」
フォト本は、メールやSNSでお友達から写真をリクエストできます。
写真やコメントを集めてフォト本をつくりましょう。

http://photobook.jp/photobon/
カメラのキタムラのフォト本ホームペ
ージ内で「フォト本をつくる ログイ
ン」をクリック。はじめて利用する方
は、そのページ内で会員登録をすると、
フォト本作成ができるようになります。

WEBでフォト本を
つくるには
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冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
節
目
を
迎

え
る
こ
の
時
期
、
何
か
と
慌
た
だ
し

い
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
卒
業
を
迎
え
る
人
た

ち
は
、
新
た
な
旅
立
ち
を
前
に
、
こ

れ
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
に
撮
り
込
ん
で
た
め
て
き
た
画
像

を
見
返
し
、
あ
ら
た
め
て
学
生
生
活

を
思
い
出
し
て
い
る
方
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
の

活
動
や
卒
業
旅
行
…
、
見
返
せ
ば
そ

れ
ぞ
れ
に
そ
の
と
き
の
気
持
ち
が
よ

み
が
え
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
思
い
出
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
残
し
て
お
く
だ
け

じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。
そ

こ
で
、
思
い
出
を
整
理
し
て
形
に
残

す
、
と
っ
て
お
き
の
ア
イ
テ
ム
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

素
敵
な
思
い
出
の
集
大
成
を
自
分

の
手
で
編
集
し
て
、
お
気
に
入
り
の

写
真
集
を
作
成
で
き
る
フ
ォ
ト
本
。

難
し
い
手
間
が
不
要
で
、
誰
で
も
ウ

ェ
ブ
上
で
簡
単
に
つ
く
れ
る
の
で
、

手
軽
に
自
分
の
思
い
を
か
た
ち
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

フ
ォ
ト
本
は
、
た
と
え
ば
自
分
た

みんなが写った写真はみんなで共有 「卒業の日」小林量一さん

こ
の
春
に
高
校
を
卒
業
す
る
学
生
で
す
。

こ
れ
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
っ
た
友
達
と
の
写
真
を
、
形
に
し
て

残
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、何
か
い
い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

　Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
届
い
た
メ
ー
ル

　

そ
の
時
の
気
持
ち
を

か
た
ち
に
残
す
フ
ォ
ト
本

親
し
い
友
達
と

同
じ
思
い
出
を
共
有
で
き
る

う
れ
し
い
機
能
も
追
加

思
い
出
を
整
理
し
て
か
た
ち
に
残
す

楽
し
げ
な
表
情
で
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
写
し
た
あ
の
と
き
。
そ
ん
な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
写
真
を
集

め
て
、
か
た
ち
に
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
残
し
て
い
る
数
々
の

写
真
を
自
分
で
編
集
し
て
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
を
つ
く
る
、
そ
ん
な
方
法
を
お
教
え
し
ま
す
。

思
い
出
を

残
す

新
方
法

思い出シリーズ 2

ち
が
主
役
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
作
成

や
写
真
日
記
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
次
第

で
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
に
贈
っ
た
り
、

後
輩
か
ら
先
輩
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

し
て
も
喜
ば
れ
る
で
し
ょ
う
。

フ
ォ
ト
本
を
作
成
し
た
デ
ー
タ
は

90
日
間
保
管
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
期

間
は
い
つ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
な
ど
を
使

っ
て
画
像
を
そ
こ
か
ら
注
文
、
購
入

も
で
き
る
の
で
、
メ
ー
ル
や
ミ
ク
シ

ィ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
で
友
達
を
設
定
し
て
共
有
で
き
る
、

う
れ
し
い
機
能
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

友
達
と
相
談
し
な
が
ら
つ
く
り
上

げ
て
い
く
、
そ
ん
な
時
間
も
き
っ
と

思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

思い出の写真をフォト本にうまくまとめられたらフォトブック甲子園に応募してみませんか？→P36

共
有
も
で
き
る
フ
ォ
ト
本
で

仲
間
と
写
真
集
を
つ
く
る

16
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※店舗により衣装は異なります。詳しくはお近くの店舗までお問い合わせください。

お客さま なんでも相談室 TEL.050-3116-8888 受付時間10：00〜20：00 年中無休　専門のスタッフがお電話で全力サポート！

http://www.studio-mario.jp

スタジオマリオ

スタジオマリオの入園・入学撮影ここがお得

1.撮影料金の3,150円が無料 3.お買い上げ金額に応じてプレゼントあり2.撮影者にもれなく特典あり

入園・入学先の制服をお持ちになればその姿で撮影できます

服
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
レ
ス
や
色
と
り

ど
り
の
可
愛
い
洋
服
な
ど
、
衣
装
も

豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
う
れ
し
い
の
は
何
回
着
替
え
て

も
料
金
が
か
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。
お
気
に
入
り
の
写
真
が
撮
れ
る

ま
で
、
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
入
園
・
入
学
の
撮
影

だ
け
で
な
く
卒
園
・
卒
業
の
記
念
撮

影
も
同
時
に
可
能
。
卒
業
と
入
学
の

制
服
や
服
装
を
用
意
し
て
い
け
ば
、

両
方
の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　子

ど
も
の
節
目
は
家
族
の
節
目
で

も
あ
り
ま
す
。
家
族
一
緒
に
思
い
出

の
一
枚
を
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
撮

影
で
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
、
お
近
く
の

ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

P
C
C
特
別
賛
助
企
業
の
ス
タ

ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
、
2
月
か
ら
入

園
・
入
学
の
早
撮
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
撮

影
料
金
の
３
１
５
０
円
が
無
料
に
な

る
プ
ラ
ン
な
ど
、
お
得
な
サ
ー
ビ
ス

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　ス
タ
ジ
オ
で
の
撮
影
な
の
で
、
制

　3
月
と
4
月
、卒
園
・
卒
業
と
入

園
・
入
学
が
重
な
る
こ
の
時
期
は
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
家
族
全
員
が

何
か
と
慌
た
だ
し
い
日
々
を
送
り
が

ち
。
子
ど
も
の
新
た
な
出
発
を
期
す

大
切
な
一
枚
を
残
す
た
め
に
は
、
余

裕
を
も
っ
て
撮
影
を
済
ま
せ
た
い
も

の
で
す
。

慌
た
だ
し
い
こ
の
時
期
、

大
切
な
一
枚
は

余
裕
を
も
っ
て

制
服
姿
に
可
愛
い
ド
レ
ス

何
度
着
替
え
て
も
O
K

家
族
の
節
目
を

プ
ロ
の
撮
影
で
残
す

入
園
・
入
学
の
思
い
出
を

家
族
一
緒
に
ス
タ
ジ
オ
で
撮
る

新
た
な
出
発
の
日

　入
園
・
入
学
の
思
い
出
を
残
す

入
園
・
入
学
の
撮
影
は
早
め
に
す
ま
せ
る
。

そ
れ
が
新
た
な
出
発
を
迎
え
た
子
ど
も
の
姿
を
写
真
に
残
す
秘
訣
で
す
。

そ
こ
で
、
今
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
の
、
う
れ
し
い
特
典
を
探
し
て
き
ま
し
た
。

ご家族いっしょに撮影しても、
撮影料金はかわりません

年３回発行のスタジオマリオの
フリーマガジン。全国の店舗で
もらえます

自分の名前を書ける黒板プレートなどスタジ
オならではの撮影小物もたくさん

Tポイントが貯まる・使える写真館は、スタジオマリオだけ！ 18

そ
こ
で
活
躍
さ
せ
た
い
の
が
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
ビ
デ
オ
や
デ
ジ
カ

メ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
っ
て
、

大
い
に
利
用
し
た
い
ア
イ
テ
ム
で
す

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
大
き
な
魅

力
は
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
手
軽
さ
。

せ
ま
い
場
所
で
も
撮
り
た
い
と
き
に
、

簡
単
に
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
カ
メ

ラ
の
画
素
数
も
増
え
、
L
サ
イ
ズ
は

も
ち
ろ
ん
、
大
き
く
伸
ば
し
て
プ
リ

ン
ト
し
て
も
質
の
高
い
写
真
が
で
き

上
が
り
ま
す
。
一
つ
の
区
切
り
を
終

え
、
新
た
な
出
発
点
に
立
つ
、
今
だ

け
の
子
ど
も
の
表
情
を
大
き
く
プ
リ

ン
ト
し
て
残
す
の
も
、
思
い
出
を
深

め
る
方
法
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

自
慢
の
作
品
が
で
き
上
が
っ
た
ら
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
ぜ
ひ
応
募
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
入
選
し
た
ら
、

さ
ら
に
忘
れ
ら
れ
な
い
一
枚
に
な
る

こ
と
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

毎日使ったロッカーも
思い出の一枚になります

http://www.kitamura.jp

卒業式の思い出も笑顔で残したいですよね　　 「卒業だーっ!!」小川紗矢佳さん

カメラのキタムラ

卒業式を撮影する３つのポイント

1.学校のいろんな場所を
撮っておく 3.大伸ばしのプリントで

思い出を深める2.スマートフォンの手軽さを
活かす

　こ
の
前
学
校
に
入
学
し
た
と
思
っ

て
い
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
卒
業
。

子
ど
も
の
成
長
の
節
目
を
迎
え
、
時

間
が
経
過
す
る
早
さ
に
、
そ
ん
な
思

い
を
も
つ
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
卒
業
式
の
写
真
は
、
し

っ
か
り
と
残
し
た
い
も
の
で
す
。

　子
ど
も
に
と
っ
て
学
校
は
、
思
い

出
が
つ
ま
っ
て
い
る
空
間
。
教
室
に

貼
ら
れ
た
時
間
割
や
廊
下
、
下
駄
箱

な
ど
、
す
べ
て
が
な
じ
み
深
い
風
景

で
す
。
当
日
は
式
場
へ
行
く
前
に
、

校
舎
の
な
か
も
ぜ
ひ
撮
影
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
そ
の
写
真
は
数
年
、
数

十
年
後
、
よ
り
思
い
出
を
鮮
明
に
よ

み
が
え
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

　卒
業
式
本
番
は
、
式
場
内
で
勝
手

に
動
く
こ
と
も
で
き
ず
、
他
の
人
の

ビ
デ
オ
や
デ
ジ
カ
メ
も
立
ち
並
ん
で
、

絶
好
の
場
所
で
撮
影
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
人

の
間
に
強
引
に
割
り
込
ん
で
撮
る
な

ん
て
、
マ
ナ
ー
違
反
は
厳
禁
で
す
。

卒
業
式
だ
け
で
な
く

校
舎
の
な
か
も
撮
影
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

思
い
出
の一
枚
を
大
き
く

卒
業
の
思
い
出
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
大
き
く
残
す

旅
立
ち
の
日 

卒
園
・
卒
業
の
思
い
出
を
残
す

子
ど
も
の
大
き
な
節
目
と
な
る
卒
業
式
。
そ
の
晴
れ
や
か
な

表
情
を
、
逃
さ
ず
撮
り
た
い
も
の
で
す
。
今
回
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
躍
さ
せ
て
、
卒
業
式
の
撮
影
で
失
敗
し
な
い
コ

ツ
と
、
よ
り
思
い
出
を
深
め
る
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

思
い
出
の

残
し
方

２
通
り

思い出シリーズ 3

式全体を見渡せる写真もいいかもしれませんね スマートフォンの写真も大きくプリントできます

スマホで撮った写真で年賀状をつくろう！つくった写真年賀状はコンテストへ→P26

卒業式でも手軽なスマートフォンが活躍
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ビルのロビーに差し込む光が交差して大きな光の壁をつくる光景をねらいました。
キ ヤ ノ ンEOS M、EF40mm f/2.8 STM、F2.8、1/125秒、+1 2/3EV、ISO100、
WBオート、東京都丸ノ内、2012.10

薄暗い状況でしたが、朝の光が見せる明る
い雰囲気を意識し、緑の反射がきれいに映
えるよう露出に注意して撮影しました。
キヤノン EOS 7D、EF-S15-85mm f/3.5-5.6 IS U
SM、F5.6、1/60秒、-1/3EV、 ISO500、 WB太陽光、
ミュンヘン、2012.9

露出補正とISO感度の〝ソコシリ〟

た
と
え
ば
、
ま
だ
明
け
き
ら
な
い

朝
、
周
辺
が
暗
い
な
か
か
ら
浮
か
び

上
が
る
朝
の
光
を
撮
影
し
た
い
と
き

な
ど
に
、
I
S
O
感
度
が
活
躍
し
ま

す
。
I
S
O
感
度
の
数
値
を
上
げ
る

と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
を
速
く
し
て

撮
影
で
き
る
た
め
、
ブ
レ
を
防
ぐ
こ

と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。
幻
想
的

な
朝
の
光
を
表
現
し
た
い
と
き
や
、

夕
景
や
夜
景
な
ど
の
光
量
が
少
な
い

と
き
に
も
、
I
S
O
8
0
0
程
度
に

感
度
を
上
げ
て
撮
影
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
む
や
み
に

I
S
O
感
度
を
上
げ
過
ぎ
る
と
、

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

２
】

光
が
少
な
い
と
き
に
は
I
S
O
感
度
を
上
げ
る

朝
の
ま
ば
ゆ
い
光
を
よ
り
強
調
し

た
い
と
き
な
ど
、
光
の
印
象
を
よ
り

よ
く
演
出
す
る
た
め
に
、
露
出
補
正

は
効
果
的
で
す
。
強
い
光
に
カ
メ
ラ

を
向
け
て
そ
の
ま
ま
撮
影
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
肉
眼
で
見
え
た

明
る
さ
よ
り
暗
く
写
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
露
出
過
多
を
防
ぐ
た
め
に
、
入

っ
て
く
る
光
を
カ
メ
ラ
が
制
限
す
る

か
ら
で
す
が
、
そ
れ
で
は
朝
の
ま
ば

ゆ
さ
が
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
は
露
出
補
正
を
プ
ラ
ス
側

に
補
正
し
て
、
写
真
を
明
る
く
し
ま

し
ょ
う
。
1
/
3
、 
2
/
3
と
い
っ

た
小
刻
み
な
補
正
だ
け
で
な
く
、
と

き
に
は
＋
１
、
＋
２
と
い
っ
た
大
胆

な
補
正
が
う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
初
め
の
う
ち
は
被
写
体
を
見

た
だ
け
で
補
正
値
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
コ
ツ
と
し
て
、
被
写
体
に
強
い

光
が
あ
る
と
き
、
明
る
い
要
素
や
白

っ
ぽ
い
要
素
が
多
い
と
き
に
は
プ
ラ

ス
側
へ
、
逆
に
被
写
体
が
暗
い
と
き

に
は
マ
イ
ナ
ス
側
へ
補
正
す
る
、
と

覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

３
】

露
出
補
正
で
光
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

駅のホームの格子窓越しに差し込んでくる強い光がつ
くりだす、幾何学的な光と影。画面全体にピントを出
すため、ISO感度を上げて絞りを深くしています。
キヤノン EOS 7D、F-S15-85mm f/3.5-5.6 IS USM、F13、
1/400秒、  -2/3EV、ISO400、 WB太陽光、ベルリン、2011.2

画
面
に
ノ
イ
ズ
が
発
生
し
て
ざ
ら
つ

い
た
写
真
に
な
る
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

反
対
に
、
も
う
日
が
昇
り
き
っ
て
、

周
り
の
景
色
も
明
る
く
な
っ
て
い
る

な
か
で
朝
の
光
を
撮
影
す
る
と
き
は
、

速
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
で
撮
影
が
で

き
る
の
で
、I
S
O
1
0
0
や 

2
0
 

0
で
も
十
分
ク
リ
ア
な
写
真
が
撮
影

で
き
ま
す
。
I
S
O
4
0
0
程
度
ま

で
は
画
質
も
ク
リ
ア
に
な
り
、
色
の

再
現
も
い
い
の
で
、
こ
の
く
ら
い
ま

で
の
間
で
好
み
の
感
度
に
調
整
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

このコーナーでは埋橋常幸さん(長野県)ほか4名の「露出補正・ISO感度の撮影方法を知りたい」というご要望にお応えしました

種
清
先
生
と
撮
影
し
な
が
ら
学
べ
る
講
座
は

→
P
40

20

朝日が昇りきる直前、空の赤さと山
並みのディテールが出るように露出
に注意して撮影
キヤノン EOS M、EF-S55-250mm 
f/4-5.6 IS II、F5.6、1/500 秒、 +2/3
EV、ISO100、WB太陽光、鹿児島県、
2012.10（6：30）、三脚使用

露出は＋側に補正。シャッター速度が遅くなるためISO感度を800まで上げて撮影。
キヤノンEOS Kiss X4、EF-S15-85mm f/3.5-5.6 IS USM 、AVモード、F4.5 、1/30 秒、 +2/3 、ISO800、 WB太陽光、東京（高尾山）2011.7

露出補正とISO感度の〝ソコシリ〟
第2回 朝の光撮影に挑戦そこが知りたい！ 初心者向け講座

ナビゲーター・種清 豊さん

空
気
が
澄
ん
で
い
る
冬
は
、
朝
の

光
も
美
し
い
も
の
。
そ
ん
な
情
景
を

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
写
真
に
残

す
た
め
に
必
要
な
「
露
出
補
正
」
と

「
I
S
O
感
度
」を
紹
介
し
ま
す
。

「
露
出
補
正
」
と
は
、
カ
メ
ラ
が
決

定
し
て
く
れ
た
露
出
値
に
手
を
加
え

る
補
正
機
能
の
こ
と
。
本
来
は
そ
の

露
出
が
、
適
切
な
明
る
さ
に
な
ら
な

か
っ
た
と
き
に
正
し
く
補
正
す
る
機

能
で
す
が
、
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、

よ
り
写
真
を
明
る
く
し
た
り
、
暗
く

し
た
り
と
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ

た
露
出
に
設
定
で
き
ま
す
。

「
I
S
O
感
度
」は
、カ
メ
ラ
が
光
に

ど
れ
く
ら
い
敏
感
に
反
応
す
る
か
を

表
し
た
数
値
。
数
値
が
大
き
く
な
れ

ば
よ
り
光
に
感
じ
や
す
く
な
り
、
暗

い
シ
ー
ン
で
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
を

速
く
し
て
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
、
暗
い
シ
ー
ン
で
低
い

I
S
O
感
度
の
撮
影
が
で
き
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

1
】

露
出
を
決
め
る「
露
出
補
正
」と「
I
S
O
感
度
」

思
い
出
を

残
す

テ
ク
ニッ
ク

＜撮影データ表記＞ カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、補正、ISO感度、ホワイトバランス、撮影地、撮影日、その他

思い出シリーズ 4

1
9
8
2
年
大
阪
府
出
身
。
京
都
産
業
大
学
外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科
卒
。

2
0
0
4
年
か
ら
写
真
家
・
竹
内
敏
信
氏
の
も
と
で
約
3
年
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
経
験

を
経
て
2
0
0
7
年
7
月
よ
り
フ
リ
ー
。
主
に
ス
ナ
ッ
プ
、日
本
各
地
に
残
る
明
治
、

大
正
、
昭
和
初
期
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
素
材
を
求
め
て
撮
影
中
。
ま
た
人
物
の
撮
影
や

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
専
門
誌
、
カ
メ
ラ
専
門
誌
で
の
執
筆
も
行
っ
て
い
る
。

種
清 

豊
（
た
ね
き
よ
・
ゆ
た
か
）





25

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
は
ず
す
光
景
が
め
ず
ら
し
く
て
ね
ら
い
を
さ
だ
め
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
っ
て
点
光
源
だ
け
浮
き
出
た
せ
、
魔
法
使
い
が
木
々

に
キ
ラ
キ
ラ
魔
法
を
振
り
か
け
て
い
る
雰
囲
気
に
し
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

取
り
は
ず
し
中

【
い
る
み
ね
ー
し
ょ
ん
と
り
は
ず
し
ち
ゅ
う
】

皆さんのこれだと思う被写体の写真、かわった撮り方をした写真をお送りください（テーマ 春・夏）応募方法は→P48

ビ
ル
の
間
か
ら
射
し
込
む
光
を

露
出
補
正
し
て
、質
感
を
表
現
し

ま
し
た
。
雨
上
が
り
に
、車
の
ラ

イ
ト
が
反
射
し
て
い
る
道
も
い

い
被
写
体
に
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

【
あ
す
ふ
ぁ
る
と
】

住
ん
で
い
る
場
所
に
も
よ
り
ま

す
が
、
早
朝
撮
影
を
す
る
の
に
一

番
か
ん
た
ん
な
の
は
、
家
か
ら
。

枕
元
に
は
カ
メ
ラ
。
い
つ
も
よ

り
少
し
早
く
目
覚
ま
し
時
計
を

セ
ッ
ト
し
て
挑
み
ま
し
ょ
う
。

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

【
べ
ら
ん
だ
か
ら
】

市
場
【
い
ち
ば
】

被
写
体
の
宝
庫
で
す
。
新
鮮
な

食
材
、
活
気
あ
る
人
、
特
に
お
正

月
前
は
面
白
い
も
の
。
買
い
物

を
し
て
お
店
の
方
と
会
話
し
て

か
ら
撮
ら
せ
て
も
ら
う
の
も
手
。

商
売
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
撮
影
す

る
の
が
一
番
で
す
。

小坂善男さん

永井八郎さん

冬
の
富
士
山

【
ふ
ゆ
の
ふ
じ
さ
ん
】

新
年
を
迎
え
る
と
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

く
な
る
も
の
。
ド
ン
と
そ
び
え
立
つ
富
士
山
を
、
同

じ
場
所
か
ら
同
じ
構
図
で
季
節
ご
と
に
定
点
観
測

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

空
気
が
澄
ん
で
い
る
冬
は
夜
景
が
き
れ
い
に
撮
影
で

き
ま
す
。
最
近
、
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
な
ど
に
も
搭

載
さ
れ
て
い
る
、「
模
型
の
よ
う
に
撮
れ
る
モ
ー
ド
」

で
撮
る
と
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
に
。

夜
景
【
や
け
い
】

24

冬
編

被
写
体
大
辞
典
第
7
回

街
中
す
べ
て
が
写
真
の
主
役

「
こ
れ
を
撮
り
に
い
く
」
と
意
気
込
ん
で
撮
影
に
挑
む
の
も
よ
し
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
ふ
ら
っ
と
歩
き
、「
き
れ
い
」「
お
も
し
ろ
い
」
と

こ
こ
ろ
が
動
く
の
を
待
つ
の
も
よ
し
。
敏
感
に
な
っ
て
、
自
分
の

被
写
体
を
増
や
せ
ば
、
冬
の
撮
影
が
も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す
ね
。

思
い
出

発
見
講
座

思い出シリーズ 6

牧寄芳彦さん

冬
の
木
【
ふ
ゆ
の
き
】

雪
で
白
く
な
っ
た
枝
を
光
の
当
た
り
ぐ
あ
い
を
気
に
し
な
が
ら
撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
光
で

枝
が
透
け
て
い
る
感
じ
が
繊
細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
園
部
さ
ん
の
作
品
の
ア
ン
グ
ル
は

木
々
に
見
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

園部直樹さん

松本敏信さん

犬
の
顔
【
い
ぬ
の
か
お
】

カ
モ
の
顔
で
し
ょ
う
。
と
思
っ
た
方
、中
央
を
よ
く
ご
覧
く

だ
さ
い
。
見
え
て
き
ま
し
た
か
？ 

犬
。
被
写
体
の
な
か
に

別
の
も
の
を
見
つ
け
て
撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
撮
り
た
め

れ
ば
、
だ
ま
し
絵
の
よ
う
な
写
真
集
に
な
り
ま
す
ね
。

園部直樹さん

凍
っ
て
い
る
透
明
感
を
写

真
に
写
し
出
す
と
い
う
の

は
冬
な
ら
で
は
で
楽
し
い

も
の
で
す
。
キ
ン
と
し
た

空
気
ま
で
伝
わ
る
写
真
を

追
求
し
ま
し
ょ
う
。

凍
り
つ
き

【
こ
お
り
つ
き
】

名前の記載がない写真は、すべてＰＣＣ事務局　のだまゆが撮影
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ス
イ
ス
で
審
査
！
　
日
本
郵
便
で
は

じ
め
て
の
海
外
年
賀
状
コ
ン
テ
ス

ト
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
は
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
に
な
っ
て
世
界
約

１
９
０
の
国
・
地
域

へ
贈
ら
れ
ま
す
。

郵
便
年
賀
.jp

日
本
郵
便
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
郵
便
年
賀
.jp
」

は
、年
賀
は
が
き
の
「
知
る
」「
買
う
」「
つ
く
る
」「
送
る
」を
ト
ー

タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「
特
別
」を
伝
え
る
年
賀
状

［主催］ 年賀状普及協議会
［後援］ 毎日新聞社　
 NPO 法人 フォトカルチャー倶楽部
［特別協力］ カメラのキタムラ＆スタジオマリオ
［特別協賛］ 日本郵便株式会社

「今」を写しだしている
「現在感」賞   齋藤慶一郎さん

年賀の
ことなら

ポ
ス
ト
に
届
く
年
賀
状

楽
し
み
で
す
よ
ね

喪
中
の
方
に
も

年
始
の
ご
挨
拶
を

今
回
し
か
出
せ
な
い

限
定
の
年
賀
状

た
っ
た
20
円
で

年
賀
状
を
全
世
界
に

J
A

P
A

N
 P

O
S

T
 

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト

シ
ニ
ア・ミ
セ
ス
、初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

写
真
年
賀
状
づ
く
り
講
座
を
開
催

「今」を写しだしている

写真つき年賀状と手書きメッセージで、気持ち
がさらに伝わります

家族、赤ちゃん、ペットなど、お気に入りの写真
で新年のごあいさつ

　
年
賀
状
、
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
、
年
始
の
あ
い
さ
つ
が
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

お
正
月
に
届
く
年
賀
状
の
特
別

感
は
、
何
に
も
か
え
が
た
い
も

の
。
写
真
が
入
っ
て
い
る
と
、

特
に
印
象
に
残
り
ま
す
。
写
真

つ
き
年
賀
状
は
、
特
別
な
価
値

を
伝
え
ら
れ
ま
す
。

喪
中
で
年
賀
状
の
な
い
寂
し

い
お
正
月
。喪
中
は
が
き
は
、

年
賀
の
欠
礼
を
お
詫
び
す
る

挨
拶
状
に
過
ぎ
ず
、
喪
中
の

方
に
年
賀
状
を
出
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。
喪
中
の
方
は
、

欠
礼
通
知
に
一
言
「
皆
様
か

ら
の
年
賀
状
は
励
み
に
な
り

ま
す
の
で
例
年
通
り
お
送
り

く
だ
さ
い
」
と
書
き
添
え
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
大
切
な
記
念
日
の
写
真
を
入

れ
た
年
賀
状
は
、
今
回
し
か
出

せ
な
い
特
別
な
も
の
で
す
。
写

真
館
で
撮
っ
た
記
念
写
真
は
、

一
生
残
る
家
族
の
宝
物
。
普
段

と
は
違
う
、
プ
ロ
が
撮
っ
た
写

真
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
に
と
っ

て
の
「
特
別
」
な
思
い
出
を
鮮

明
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。

年
賀
は
が
き
に
20
円
切
手
を
足
す
だ

け
で
、
全
世
界
に
年
賀
状
を
送
れ
ま

す
。

「
ア
ビ
バ
ホ
ー
ム
コ

ン
じ
ゅ
く
」
で
は
、

年
賀
状
ソ
フ
ト
を
使

い
、
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
、
文
字
を
用
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状

作
成
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

２
０
１
２
年
12
月
９
日
に

フ
ォ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
倶
楽

部
と
日
本
郵
便
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、「
相
手

が
喜
ぶ
！
年
賀
状
づ
く
り

の
コ
ツ
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
年
賀
状
に
つ
か

う
写
真
の
選
び
方
や
年
賀

状
を
つ
く
る
と
き
の
コ
ツ

を
伝
え
ま
し
た
。

写真年賀状コンテスト2012
「こだわりの写真」賞　井上雅人さん

日
本
郵
便
で
は
海
外
年
賀
状
コ
ン
テ
ス
ト
！

TOPICS年賀状普及協議会

大切な記念日や思い出は、年賀状もいいけどフォト本にも。詳しいフォト本のつくり方は→P16 26

思
い
出
を

送
る
方
法

思い出シリーズ 7

11
月
１
日
の
新
聞
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

写
真
年
賀
状
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
３

年
賀
状
普
及
協
議
会
は
、
11
月
１
日
を
「
年
賀
状
を
考
え
る
日
」
と
制
定
し
ま
し
た
。

［協賛］  株式会社 T ポイント・ジャパン、株式会社 アビバ、株式会社 

岡村製作所、株式会社 フレームマン、キヤノンマーケティングジャパ

ン株式会社、クラブツーリズム株式会社、コクヨファニチャー株式会社、

スターツコーポレーション株式会社、日刊スポーツ新聞社、ハクバ写

真産業株式会社、富士フイルム イメージングシステムズ株式会社

「すごい」「おもしろい」「まさか！」と思わせる
「WOW!感」賞   松下将士さん
「すごい」「おもしろい」「まさか！」と思わせる

年賀状は「送るギャラリー」。年賀状作りをMyイベントに

年賀状普及協議会は11月1日を「年賀状を
考える日」と制定し「写真年賀状コンテスト」
を開催！　応募作品は書き損じでもOK。賞金
賞品は総額30万円相当。

応募のしかた

賞金・賞品

発表（2013年3月10日）

写真を使った年賀状を送るだけ
●もらった年賀状応募OK　●人物写真応募OK

●『フォトライフ四季』　●『フォトコンライフ』（双葉社）

●年賀状普及協議会、PCCホームページ

１． グランプリ  １名 現金３万円
２．「写真年賀状」大賞  １名 賞品２万円相当
３．「WOW感」賞  ３名 賞品２万円相当
４．「現在感」賞  ３名 賞品２万円相当
５．「言祝ぎ感」賞  ３名 賞品２万円相当
６． 企業賞９本  各１名 賞品１万円相当
７．「写真の力」賞  ５名 賞品３千円相当

●應募先・お問合せ
〒160-0004
東京都新宿区四谷4-28-20-205
写真年賀状コンテスト 係
☎03-3356-3552（平日10～18時）

※必ず許可をもらってください。応募された年賀状はがきの返却はいたしません。
入賞発表時、個人情報はふせて掲載します。

※年賀状普及協議会の主催、後援、特別協力、協賛社は入賞作品を無償で使用
する権利を有します。

写真年賀状
コンテスト 2013

自分のことばで新年を表現
「言祝ぎ感」賞  伊藤茂年さん
自分のことばで新年を表現
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そのほかのフォトコンテスト情報も要チェック。詳しくは→P39
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感性が磨ける、写真の楽しさ倍増する

写真展の主催クラブで本誌『フォトライフ四季』をご希望の方はご連絡ください。03-3356-3552（土日祝を除く10:00～18:00）

楽しみながら取り組んだ力作

第3回斎藤 隆写真展「魅惑な世界を巡る」
2012年6月14日(木)～6月20日(水)
前個展から4年、今回はデジタルカメラで東南アジアの魅
力、ベトナム、カンボジア、ミャンマーの世界遺産、文化
遺産、人々の暮らしを撮影しました。フィルムでは表現で
きなかった情景を感じてもらえる写真展になりました。 

第14回水曜会作品展
2012年6月7日(木)～6月13日(水)
東武カルチュア写真教室の年に1度開かれる14回目の作
品展でした。はじめからテーマを設けずに、メンバーそ
れぞれが得意とする被写体の作品を展示しました。バラ
エティに富んだ作品を楽しんでいただけました。

始ちゃんと不肖の弟子たち
2012年5月31日(木)～6月6日(水)
今から8年前に銀座のEOS学園 故 桜井 始先生の教室か
ら誕生の、写真が大好きな仲間による第3回目の写真展
でした。個性を伸ばし、感性を磨き、楽しみながら創作
に取り組んだ、各自の力作を取り揃えられました。

かわいい子犬たちの記録初心者でも楽しめる原動力になる

増田勝正氏監修 レディ・サギタリアス・ウエスティ・パピーズ写真展
2012年7月5日(木)～7月11日(水)
犬舎創立30周年を記念しての写真展でした。写真は昔か
ら好きで、犬舎誕生から現在まで子犬たちを記録として
撮りためてきました。写真の腕はまだまだですが、かわ
いい子犬たちに出会える写真展になりました。

ふれあいサークル写真展「写真ってたのしい!!」
2012年6月28日(木)～7月4日(水)
EOS学園をはじめとして、フォトカルチャー倶楽部や地域
の仲間が集まってできた写真愛好家のグループです。カ
メラを持って3年ほどのメンバーが、もっと写真を楽しも
うという原動力になればと写真展を開きました。

小澤 靖写真展「私の尾瀬-季節の移ろい」
2012年6月21日(木)～6月27日(水)
風景写真を撮りに尾瀬に通いはじめたのは還暦の頃でし
た。日の出が朝霧でうまく撮れず、小屋に戻った折、低
い朝の光を受け「白い虹」があらわれ感動しました。古
稀を迎えた記念に尾瀬を撮りためた写真展でした。

まばゆい光に引き込まれ迷宮都市の見慣れない街の素顔群馬の魅力を再確認

高 達志写真展「ドイツの旅」
2012年8月16日(木)～8月22日(水)
ドイツは35㎜カメラ写真術の発祥地です。そのレンズで
発祥地を撮影するのはとても魅力的です。今回の展覧会
では、35㎜レンズを通じて、ドイツのまばゆい光・鮮明
な色・多様な文化・独特の建築物を展示しました。

楠瀬彰彦写真展「ベネツィア ある日ある時」
2012年7月19日(木)～7月25日(水)
ベネツィアは寄木細工のような島で、自由気ままに歩けば
いつもスリルにあふれる迷宮都市です。あてもない街歩き
の途中で、ときとして思わぬ光と影のドラマにめぐり合っ
た、日頃あまり見慣れない街の素顔を作品にしました。

写団シャドー写真展「四季彩 上州 あがつま」
2012年7月12日(木)～7月18日(水)
群馬県在住の25名で毎月1回の定例会と年2回の撮影会や
研究会を開催しています。生涯学習の一環として写真を
楽しみ、明るく活発に活動しています。今回は四季彩あ
ふれる群馬の風景を作品にした写真展でした。

「色」を使い2枚の組写真で表現自由に写真を撮るスタンスで設立当初からかわらない親睦

第11回フォトクラブ210写真展
2012年9月6日(木)～9月12日(水)
毎年テーマを決めて撮影技術の向上を目指しています。
今年は「色」を2枚の組写真で表現しました。何をどう撮
るか試行錯誤の連続でしたが、大坪信二先生のご助言で
仕上げることができました。

第11回くらんぼーんCLUB写真展
2012年8月30日(木)～9月5日(水)
今年で11回目を迎えます。私たちの撮影の基本は自由に
自分の写真を撮ることです。それぞれが自分探しの途上
で未熟ではありますが、写真展によって勉強したり励ま
されたりすることがたくさんあるので嬉しいです。

第12回電業写真部写真展
2012年8月23日(木)～8月29日(水)
同写真部は、昭和23年に設立されました。当時はカメラ
は高価なもの、フィルムは貴重品でした。そんな時代の
先輩たちから受け継いでいる写真部です。写真を通して
親睦を大切にしながら活動した仲間の写真展でした。

Thanks for Coming

フィルムでは表現できない情景あらかじめテーマを設けない作品

あのときの感動で尾瀬の虜
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このページは東京・新宿の特集として掲載しています。豊中につきましてはお問い合わせください
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ギャラリーは緑豊かな新宿御苑のすぐ近く ライティングまでギャラリースタッフがし
てくれます

ギャラリー密集地なので写真愛好家が多く
集まります

大阪府豊中市西緑丘3-10-7 
カメラのキタムラ豊中・豊中店2F
☎06-6855-6645
10:00-20:00
※写真展最終日は15:00まで
定休日／年中無休（年末年始は除く）

フォトギャラリーキタムラ
 大阪・豊中 国道171号線

至池田 中央環状線

野畑小学校● ●はるやま
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大阪モノレール

P★

千里中央駅
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新
御
堂
筋

小路駅
フォトギャラリーキタムラ 東京・
新宿では、ギャラリーをご利用
のグループに、展示した写真や
記念写真をまとめたフォトブッ
クを1冊プレゼントしています。

東京都新宿区新宿1-2-6 御苑花忠ビル１F
☎03-3341-7577 http://kitamura.jp/photogallery/
10:00-18:00（土曜日11:00-17:00）
※写真展最終日は15:00まで 　定休日／日・祝祭日

フォトギャラリーキタムラ 東京・新宿

９つのポイント
フォトギャラリーキタムラの

フォトブックサービス中

新宿通り
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●2出口至新宿
丸ノ内線
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新宿御苑前駅
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ストア事業本部 ご相談はフリーダイヤル（全国共通）
お客様相談室 0120-201594／FAX 0120-060660
http://www.kokuyo-furniture.co.jp/
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